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紀
州
藩
は
南
紀
の
良
質
な

木
炭
を
藩
の
収
入
と
す
べ
く

流
通
を
促
進
し
て
き
た
。
元

禄
時
代
に
紀
州
の
炭
問
屋
、

備
中
屋
長
左
衛
門
が
こ
の

炭
を
普
及
さ
せ
た
こ
と
か

ら
、
「
備
長
炭
」
と
名
付
け

ら
れ
た
。
原

木
に
硬
い
材

質
の
ウ
バ
メ

ガ
シ
や
ア
ラ
カ
シ
を
使
い
、

窯
で
千
度
以
上
の
高
温
で
焼

い
て
か
ら
灰
を
か
け
て
消
火

す
る
。
灰
が
付
着
す
る
の
で

「
白
炭
」
と
呼
ば
れ
る
。

　
火
力
が
あ
り
火
持
ち
が

い
い
の
に
加
え
、
遠
赤
外

線
効
果
が
大
き

く
、
材
料
の
う

ま
み
を
逃
が

さ
な
い
の
が
特
徴
だ
。

和
歌
山
県
産
の
備
長
炭

は
「
紀
州
備
長
炭
」
と

呼
ば
れ
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
認
定
さ
れ
て

い
る
。
問
い
合
わ
せ
、

紀
州
備
長
炭
振
興
館
　

℡
０
７
３
９
‐
７
６
‐

２
２
５
８

（
文
・
構
成 

堀
江 

礼
一
）

　
炭
焼
き
と
い
う
の
は
重
労

働
で
危
険
な
仕
事
で
す
。
山

に
入
っ
て
原
木
を
切
り
出

し
、
神
経
を
使
っ
て
焼
く
。

ほ
ん
と
う
に
手
間
が
か
か
り

ま
す
。
こ
れ
を
一
年
間
通
し

て
繰
り
返
す
の
で
す
。
う
ち

は
代
々
炭
焼
き
だ
っ
た
か

ら
、
父
の
姿
を
見
て
い
て
、

こ
れ
だ
け
は
い
や
だ
な
あ
、

と
思
っ
て
育
ち
ま
し
た
。

　
で
も
、
結
局
は
こ
の
仕
事

を
継
ぎ
ま
し
た
。
一
度
は
都

会
の
生
活
も
経
験
し
た
け
れ

ど
、
や
は
り
山
は
刺
激
的
で

す
。
常
に
同
じ
よ
う
に
焼
い

た
つ
も
り
で
も
季
節
に
よ
っ

て
原
木
の
状
態
が
ち
が
う
。

な
か
な
か
答
え
が
見
え
て
こ

な
い
。
そ
の
わ
か
ら
な
い
と

こ
ろ
が
面
白
い
。
あ
あ
し
て

み
よ
う
か
、
こ
う
し
て
み
よ

う
か
の
繰
り
返
し
で
二
十
年

が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

炭
焼
き
を
始
め
た
頃
は
、
年

寄
り
ば
っ
か
り
だ
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
最
近
は
若

い
世
代
の
子
が
入
っ
て
来
ま

し
た
。
今
は
、
父
と
も
一
緒

に
仕
事
が
で
き
、
若
い
仲
間

も
増
え
て
い
る
の
が
う
れ
し

い
で
す
ね
。

　
「
酒
造
り
の
過
程
で
最
も

有
害
な
も
の
は
鉄
分
で
す
。

色
も
香
味
も
悪
く
し
ま
す
」

と
佐
藤
准
教
授
。
「
そ
の

『
鉄
』
を
銘
柄
名
に
入
れ
て

ほ
し
い
と
頼
む
の
で
す
か

ら
、
理
解
し
て
も
ら
う
の
に

大
変
苦
労
し
て
き
ま
し
た
。

『
鉄
』
を
『
鐡
』
と
表
記
し

た
の
も
そ
の
一
つ
で
し
ょ
う

か
」
と
苦
笑
す
る
。

　
佐
藤
さ
ん
の
専
攻
は
工

学
、
特
に
金
属
疲
労
で
、
研

究
を
続
け
る
う
ち
、
地
域
社

会
の
疲
労
、
衰
退
に
気
づ
い

た
。
太
陽
光
や
水
力
、
風
力

な
ど
エ
コ
資
源
の
活
用
を

研
究
す
る
一
般
社
団
法
人

洸こ
う
ふ
う
ざ

楓
座
を
設
立
し
て
代
表
と

な
り
、
地
域
社
会
の
再
生
、

復
権
の
拠
点
施
設
と
し
て
の

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
整
備
を

提
唱
し
て
い
る
。

　
同
時
に
、
ロ
ー
カ
ル
鉄
道

と
地
酒
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
「
鉄
の
道
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
打
ち
出
し
、
洸
楓

座
の
中
に
鉄
の
道
ク
ラ
ブ
を

設
け
た
。
日
本
酒
「
鐡
の
道
」

の
売
り
上
げ
の
一
部
は
地
域

社
会
へ
還
元
し
、
ラ
ベ
ル
の

揮
毫
に
将
来
を
担
う
高
校
生

ら
の
協
力
も
仰
い
で
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
一
号
の

誕
生
は
二
〇
〇
九
年
十
一
月

で
、
い
す
み
鉄
道
（
千
葉
県

大
多
喜
町
）
と
木
戸
泉
酒
造

（
千
葉
県
い
す
み
市
）
の
連

携
だ
っ
た
。
一
二
年
六
月
に

は
都
内
で
鉄
の
道
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
、
こ
の
成
功
事

例
の
報
告
を
通
じ
て
拡
大
を

期
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
販
売
に
至
っ
た

の
は
、
三
陸
鉄
道
の
「
福

来
」
な
ど
ロ
ー
カ
ル
五
路
線

の
六
銘
柄
で
、
さ
ら
に
六
路

線
六
銘
柄
で
検
討
中
だ
。
佐

藤
さ
ん
の
目
標
は
大
き
く
、

「
『
鐡
の
道
』
で
全
国
を
つ

な
ぎ
た
い
」
と
意
気
込
み
を

話
す
。

原正昭さん（左）と父親の原幸夫さん (75) は一緒に山へ入って
原木を切り出す

春に行われた「鐡の道」の酒造好適米「ぎんおと
め」の田植え会㊤と秋の刈り取り作業㊦＝岩手県
久慈市の宇部さん農地で

うなぎのかば焼き、焼き鳥など料理用燃料
として「最高」の折り紙をつけられている
備長炭

元
禄
時
代
か
ら
普
及

地
域
ブ
ラ
ン
ド
認
定

ふ
る
さ
と
賛
歌

逸
品
ふ
る
さ
と
賛
歌

逸
品

和
歌
山
県

み
な
べ
町

一
品
・
紀
州
備
長
炭

炭を焼く若者増える
鐡の道

本
部
長
の
金
野
淳
一
さ
ん
が

笑
顔
で
歓
迎
の
言
葉
を
か
け

て
く
れ
た
。

　
十
分
足
ら
ず
で
次
の
陸
中

宇
部
駅
に
着
き
下
車
。
駅
頭

で
一
行
を
迎
え
て
く
れ
た
の

は
酒
造
会
社
「
福
来
」
の
常

務
・
久
慈
典
夫
さ
ん
と
久
慈

市
農
業
委
員
会
会
長
の
宇
部

繁
さ
ん
。
二
人
と
も
地
名

に
ゆ
か
り
の
あ
る
名
前
で
、

ち
ょ
っ
と
驚
い
た
が
、
す
ぐ

和
や
か
な
雰
囲
気
で
会
話
が

弾
ん
だ
。

　
最
初
に
訪
れ
た
「
福
来
」

の
酒
蔵
で
さ
っ
そ
く
試
飲
。

味
は
も
ち
ろ
ん
「
い
け
る
」

と
、
参
加
者
一
同
声
を
そ
ろ

え
た
。
お
目
当
て
の
一
品
の

ラ
ベ
ル
に
は
、
北
リ
ア
ス
線

の
地
図
の
中
に
地
元
の
書
家

の
揮き
ご
う毫

に
よ
る
「
鐡
の
道
」

が
く
っ
き
り
描
か
れ
て
い
る
。

　
酒
蔵
の
次
は
宇
部
さ
ん
の

水
田
へ
。
岩
手
県
特
産
の
酒

造
好
適
米
「
ぎ
ん
お
と
め
」

の
田
植
え
見
学
だ
。
春

の
日
差
し
を
受
け
た
水

田
で
、
整
然
と
植
え
つ

け
ら
れ
る
早
苗
の
列
に

見
と
れ
て
い
た
。

　
田
植
え
の
合
間
に
宇

部
さ
ん
は
「
東
北
新
幹

線
の
一
ノ
関
近
辺
で
ト

ン
ネ
ル
に
八
時
間
閉
じ

込
め
ら
れ
た
。
真
っ
暗
。

不
思
議
な
こ
と
に
子
供

京
か
ら
高
速
夜
行
バ
ス
「
岩

手
き
ず
な
号
」（
岩
手
県
北

バ
ス
運
行
）
で
現
地
入
り
。

三
陸
鉄
道
北
リ
ア
ス
線
久
慈

駅
で
田
野
畑
行
き
列
車
に
乗

り
込
ん
だ
。
車
内
で
は
運
行

　
秋
の
稲
刈
り
、
新
酒
の
仕

込
み
の
日
を
胸
に
抱
き
な
が

ら
、
佐
藤
さ
ん
に
引
率
さ
れ

東
北
で
の
「
田
植
え
会
」
に

参
加
し
た
の
は
約
十
人
。
春

の
盛
り
の
五
月
十
九
日
、
東

は
泣
き
も
し
な
か
っ
た
」
と

震
災
体
験
を
話
し
て
く
れ
た
。

　
あ
れ
か
ら
五
カ
月
。
現
地

か
ら
「
稲
穂
が
黄
金
色
に
実

り
、
稲
刈
り
も
無
事
終
わ
っ

た
。
い
よ
い
よ
酒
造
り
に
入

る
」
と
、
う
れ
し
い
便
り
が

届
い
た
。

　
震
災
の
被
害
が
甚
大
だ
っ

た
の
は
久
慈
市
の
隣
の
野
田

村
で
、
陸
中
野
田
―
野
田
玉

川
は
津
波
が
鉄
路
を
破
壊
。

道
床
を
作
り
直
し
、
レ
ー
ル

を
敷
き
直
し
て
復
旧
し
た
そ

う
だ
。
今
で
は
「
津
波
浸
水

区
間
」「
が
ん
ば
ろ
う
！
東

北
　
が
ん
ば
ろ
う
！
岩
手
」

な
ど
の
看
板
を
縫
っ
て
列
車

が
行
く
。

　
被
害
が
比
較
的
軽
く
早
期

に
運
転
を
再
開
し
た
陸
中
宇

部
―
陸
中
野
田
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
ま

ち
ゃ
ん
」
冒
頭
の
列
車
走
行

シ
ー
ン
の
ロ
ケ
地
と
な
っ

た
。
久
慈
市
は
放
映
効
果
か

ら
例
年
に
な
い
観
光
客
の
入

り
込
み
で
、
小
袖
海
岸
周
辺

は
週
末
、マ
イ
カ
ー
規
制
も
。

　
ヒ
ロ
イ
ン
・
ア
キ
が
目
指

す
北
限
の
海
女
。
北
三
陸
の

豊
か
な
自
然
と
恵
み
。
名
物

ウ
ニ
弁
当
、
郷
土
料
理
め
か

ぶ
汁
。
そ
し
て
何
よ
り
久
慈

さ
ん
、
宇
部
さ
ん
ら
に
表
れ

る
人
情
。
こ
れ
か
ら
向
か
う

厳
し
い
冬
も
、
旅
は
列
車
、

お
供
は
地
酒
「
鐡
の
道
」
が

似
合
い
そ
う
だ
。

「津波浸水区間」「がんばろう！東北　がんばろう！岩手」の看板を縫って震災復旧区間を行く列車。
真新しい道床が復旧を物語る＝岩手県野田村の三陸鉄道北リアス線陸中野田―野田玉川で

三
陸
鉄
道
応
援
酒
「
鐡
の

道
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
（
左

か
ら
）
佐
藤
さ
ん
、
宇
部
さ

ん
、
久
慈
さ
ん
＝
岩
手
県
久

慈
市
の
酒
蔵
「
福
来
」
で

　
み
な
べ
町
は
和
歌
山
県

の
中
央
部
に
あ
る
人
口
約

一
万
三
千
人
の
町
。
梅
干
し

で
有
名
な
「
南
高
梅
」
発
祥

の
地
で
も
あ
る
が
、
国
内

で
有
数
の
出
荷

量
を
誇
る
の
が

「
紀
州
備
長
炭
」。
県
木
で
あ

り
町
の
木
で
も
あ
る
ウ
バ
メ

ガ
シ
を
主
な
原

料
と
し
て
、
火

力
が
強
く
長
持
ち
す
る
燃
料

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
平
安
時
代
か
ら
続
く
伝
統

を
受
け
継
い
だ
製
炭
技
術

で
、品
質
も
日
本
一
と
い
う
。

つくる人 製炭業 原　正昭 さん(43)

全
国
共
通
の
銘
柄
め
ざ
す

地
域
活
性
化
の一環

千
葉
大
准
教
授

佐
藤
さ
ん
提
唱

品
質
日
本
一
誇
る

　
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
と
地
酒
。
乗
っ
て
飲
ん
で
地
域
を
元

気
に
―
。
こ
ん
な
思
い
の
千
葉
大
准
教
授
、
佐
藤
建
吉

さ
ん
（
63
）
の
ユ
ニ
ー
ク
な
提
案
が
酒
造
会
社
に
よ
る
全

国
共
通
銘
柄
「
鐡
の
道
」
の
販
売
だ
。
こ
れ
に
大
震
災

の
被
災
地
東
北
で
最
初
に
呼
応
し
た
の
が
三
陸
鉄
道
と

岩
手
県
久
慈
市
の
蔵
元
「
福
来
」
だ
。
今
年
の
酒
造
り
は
、

酒
米
の
田
植
え
、
収
穫
と
進
み
、
十
二
月
に
は
仕
込
み

に
入
る
。
来
春
の
新
酒
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
今
年
の

分
は
好
評
販
売
中
。
さ
あ
三
陸
へ
、
そ
し
て
乗
っ
て
飲
ん

で
復
興
を
支
援
し
よ
う
。（
文
・
写
真
　
木
村
　
昭
彦
）

乗って飲んで復興支援

　岩手県の三陸海岸に
並走する路線を持つ第
三セクター方式の鉄道
会社。北リアス線が久
慈―宮古 71km、南
リアス線が釜石―盛
36.6km。宮古―釜石
はＪＲ山田線。
　東日本大震災で全線
不通となった。順次復
旧し現在、北リアス線
は久慈―田野畑、小本
―宮古で、南リアス線
は吉浜―盛で運行中。
2014 年 4 月の全線
再開を目指す。ＪＲ線
は再開めど立たず。

地域
密着

◇いすみ鉄道（千葉県大多喜町）
　木戸泉酒造（千葉県いすみ市）
　720ml　1,433円　TEL.0470-62-0013
◇水間鉄道（大阪府貝塚市）
　井坂酒造場（大阪府岸和田市）
　720ml　1,300円　TEL.072-479-0074
◇三陸鉄道（岩手県宮古市）
　福来（岩手県久慈市）
　720ml　1,300円　TEL.0194-56-2221
◇秩父鉄道（埼玉県熊谷市）
　武甲酒造（埼玉県秩父市）
　720ml　1,400円　TEL.0494-22-0046
　矢尾本店（埼玉県秩父市）
　720ml　1,470円　TEL.0494-22-8787
◇しなの鉄道（長野県上田市）
　沓掛酒造（長野県上田市）
　720ml　1,400円　TEL.0268-21-9232

ローカル鉄道と「鐡の道」販売元

三陸鉄道

純米酒

三
陸
鉄
道
と
久
慈
の
地
酒
コ
ラ
ボ

岩
手
県

久慈

田野畑
小本

宮古

釜石

盛
吉浜
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JR 山田線

北リアス線

南リアス線


